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核融合プラズマにおいて DT 反応で発生する 3.5 MeV アルファ粒子は，プラズマの自己燃焼の

ためにその閉じ込めが重要となってくる．この発生した高エネルギーアルファ粒子が炉壁へ損失

した場合，プラズマの性能を劣化させるだけでなく，炉壁損傷も懸念される．我々は炉壁へ損失

するアルファ粒子と Be 壁との衝突による 9Be(, n)12C 反応に着目し，この時発生する 4.44 MeV

ガンマ線を検出することでアルファ粒子の炉壁への損失分布を得る手法について提案している．

DD 核融合においては 12C(d, p)13C 反応による 3.1 MeV ガンマ線の検出が考えられる． 

医療分野における Positron emission tomography(PET)用に開発された多チャンネルガンマ線イメ

ージ検出器を用いて，9Be(, n)12C 反応による 4.44MeV ガンマ線測定を行った．ガンマ線イメー

ジを取得するために鉛コリメータを使い Am-Be 線源からの 4.44MeV ガンマ線取得の予備試験を

行った（図 1）．4.44MeV とコンプトン散乱成分を含んだスペクトル強度を示している．光電ピー

クとエスケープピークを区別することが難しい

が，60Co 線源では応答しなかったため，1.33MeV

以上のエネルギースペクトルの強度分布である

ことを確認した．現在，マルチコリメータとピン

ホールコリメータを製作し，ガンマ線イメージ取

得のための準備を進めている． 

発表では，ガンマ線検出実験の詳細と課題につ

いて報告する． 
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図 1． 12×12 ピクセル検出器をもちいて取得し

た鉛スリット通過後の Am-Be 線源が放出する

4.44MeV ガンマ線画像． 
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